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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】多数のケーブルが密集しているコネクタインタ
フェース群において、片手操作で、ＲＪ４５プラグ等の
挿抜を簡単に行えるモジュラープラグ挿抜工具を提供す
る。
【解決手段】複数個のコネクタ接点を配列する側の接点
露出側面と、接点露出側面と反対側のラッチばね片を設
けたラッチ付き側面とを有するモジュラープラグを、コ
ネクタインタフェースにおけるモジュラージャックに接
続および取り外しを行うためのモジュラープラグ挿抜工
具５において、ピンセット状本体６の各脚７の先端に、
プラスチック製の偏平なジョー部材８，９を設け、一方
のジョー部材８のクランプ面８Ａはモジュラープラグの
ラッチばね片に係合する平坦面とし、他方のジョー部材
９のクランプ面９Ａはモジュラープラグの接点露出側の
側面またはこの接点露出側面の基端部側に設けた窪みに
係合する突起９Ｂを有する突起付き面とする。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の芯線を横方向に配列して終端させるようケーブル端部に取り付け、複数個のコ
ネクタ接点を横方向に配列する側の接点露出側面と、この接点露出側面とは反対側のラッ
チばね片を設けたラッチ付き側面とを有するモジュラープラグを、サーバー、ＩＰ電話、
イーサネット（登録商標）等のコネクタインタフェースにおけるモジュラージャックに接
続および取り外しを行うためのモジュラープラグ挿抜工具において、ピンセット状本体の
各脚の先端に、プラスチック製の偏平なジョー部材を設け、これらジョー部材は互いに対
向するクランプ面を有し、一方のジョー部材のクランプ面はモジュラープラグのラッチば
ね片に係合する平坦面とし、他方のジョー部材のクランプ面はモジュラープラグの接点露
出側の側面またはこの接点露出側面の基端部側に設けた窪みに係合する突起を有する突起
付き面としたことを特徴とするモジュラープラグ挿抜工具。
【請求項２】
　請求項１記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記ピンセット状本体と前記ジョ
ー部材とを別体のものとして構成し、ジョー部材の後端面から前方に向って軸線方向に設
けた差し込み穴にピンセット状本体の偏平脚の先端部分を差し込み、ジョー部材の両側の
横側面から前記差し込み穴に連通するよう横方向に設けた１対の横孔にそれぞれ止めねじ
をねじ込み、ねじの先端を偏平脚の先端部分の横側面に設けた切欠きに食い込ませること
により、前記ピンセット状本体に前記偏平なジョー部材を着脱可能に連結するモジュラー
プラグ挿抜工具。
【請求項３】
　請求項１または２記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記ピンセット状本体を
金属製とし、前記ジョー部材をプラスチック製としたモジュラープラグ挿抜工具。
【請求項４】
　請求項３記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記金属製のピンセット状本体を
絶縁体で被覆したモジュラープラグ挿抜工具。
【請求項５】
　請求項１または２記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記ピンセット状本体と
前記ジョー部材とを別体とし、それぞれプラスチックにより構成したモジュラープラグ挿
抜工具。
【請求項６】
　請求項１記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記ピンセット状本体と前記ジョ
ー部材とをプラスチックにより一体に構成したモジュラープラグ挿抜工具。
【請求項７】
　請求項１～６のうちいずれか一項に記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記突
起の少なくとも頂面は、モジュラープラグのケーブル挿入開口を塞ぐブーツに対して摩擦
係数の高い表面となるよう加工したモジュラープラグ挿抜工具。
【請求項８】
　請求項１～６のうちいずれか一項に記載のモジュラープラグ挿抜工具において、少なく
とも前記１対のジョー部材を、高い摩擦係数の材質のプラスチックにより形成したモジュ
ラープラグ挿抜工具。
【請求項９】
　請求項１～８のうちいずれか一項に記載のモジュラープラグ挿抜工具において、前記１
対のジョー部材を、互いに異なる色で色分けしたモジュラープラグ挿抜工具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、複数本の芯線を横方向に配列して終端させるようケーブル端部に取り付け、
複数個のコネクタ接点を横方向に配列する側の接点露出側面と、この接点露出側面とは反
対側のラッチばね片を設けたラッチ付き側面とを有するモジュラープラグ（例えば、ＲＪ
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４５プラグ）を、サーバー、ＩＰ電話、イーサネット（登録商標）等のコネクタインタフ
ェースにおけるモジュラージャック（例えば、ＲＪ４５ジャック）に接続および取り外し
を行うためのモジュラープラグ挿抜工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、多数のケーブルが密集するサーバー、ＩＰ電話、イーサネット等のコネクタイン
タフェースにおけるモジュラージャックから、モジュラープラグを取り外す際には、片手
に持った竹ベラ、またはプラスチック製整理棒の先端でラッチを解除するようラッチ片を
押し下げつつ、反対側の手でケーブルを引っ張って抜き取る作業を行っていた。
【０００３】
　一方メタルケーブルではない、光ケーブルの場合、一般に光コネクタの結合時には，プ
ラグの内部のフェルールによって、ＭＵ形プラグイン光ファイバコネクタに内蔵されてい
る自己保持機構によってコネクタ接続状態が保持され、ＲＪ４５プラグコネクタのように
外部に露出するラッチは存在せず、特許文献１または特許文献２に記載のように、コネク
タ挿抜工具は、プラグコネクタの横側面に形成されている凹凸に対して補完係合する端部
を有するトング状のものがある。
【特許文献１】特開２００４－２３３４０３号公報
【特許文献２】特開２００７－１１４３８９号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、ジャック群が互いに密集しているコネクタインタフェースでのＲＪ４５プラグを
竹ベラまたは整理棒を使用した取り外し作業は、両手を使用しなければならず、作業性が
悪く、また光コネクタに使用するコネクタ挿抜工具は、ＲＪ４５プラグのラッチを解除す
ることはできず、使用できないものである。
【０００５】
　したがって、本考案の目的は、多数のケーブルが密集しており、手を入り込ませにくい
コネクタインタフェース群において、片手操作で、ＲＪ４５プラグ等の挿抜を簡単に行え
るモジュラープラグ挿抜工具を得るにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するため、本考案モジュラープラグ挿抜工具は、ピンセット状本体の各
脚の先端に、プラスチック製の偏平なジョー部材を有し、これらジョー部材は互いに対向
するクランプ面を有し、一方のジョー部材のクランプ面はモジュラープラグのラッチばね
片に係合する平坦面とし、他方のジョー部材のクランプ面はモジュラープラグの接点露出
側の側面またはこの接点露出側面の基端部側に設けた窪みに係合する突起を有する突起付
き面としたことを特徴とする。
【０００７】
　一般的に、硬質プラスチック製ＲＪ４５プラグのようなモジュールプラグの場合、ケー
ブル端部において露出させた芯線からケーブルの外部被覆の先端部分にかけての部分を、
ＲＪ４５プラグのケース内に挿入および収納する。次に、ケーブル端部を収納したＲＪ４
５プラグをペンチ状のケーブル圧接工具のプラグ受け部にセットする。最後に、ケーブル
圧接工具の１対のハンドルを握り絞ることにより、ＲＪ４５プラグに設けたコネクタ接点
群を一斉に芯線に食い込ませ、かつプラグケースの一部をケーブルの外部被覆に食い込む
ようにカシメる。
【０００８】
　このようにしてケーブル端部にＲＪ４５プラグをしっかり固着して成端することができ
る。このとき、プラグケースの接点露出側面における基端側のカシメ部には窪みを生ずる
のが一般的である。
【０００９】
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　場合によっては、このプラグケースのケーブル挿入側開口を塞ぐよう、ケース基端部か
らケーブル先端部にかけてカバーするプラグブーツを装着することがある。この場合、カ
シメ部の窪みは、このプラグブーツによりカバーされる。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案モジュラープラグ挿抜工具によれば、ピンセット状本体の一方に脚の先端部にお
けるジョー部材の平坦なクランプ面をラッチばね片にあてがい、他方の脚の先端部におけ
るジョー部材の突起付き面の突起を、接点が露出する側のプラグブーツ側面またはこの接
点露出側面の基端側に設けた窪みに係合させ、ピンセット状本体をつまみ込んでプラグケ
ースをクランプすることにより、ラッチばね片を押し下げてラッチを解除し、モジュラー
ジャックから引き抜くことができる。
【００１１】
　この引き抜き作業は、ジョー部材が偏平であるため、ケーブルが密集しているコネクタ
インタフェースにおいても容易に行うことができる。また、引き抜き作業だけではなく、
手の入り込めないケーブル密集箇所でのコネクタ接続作業にも利用できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本考案モジュラープラグ挿抜工具の好適な実施形態においては、前記ピンセット状本体
と前記ジョー部材とを別体のものとして構成し、ジョー部材の後端面から前方に向って軸
線方向に設けた差し込み穴にピンセット状本体の偏平脚の先端部分を差し込み、ジョー部
材の両側の横側面から前記差し込み穴に連通するよう横方向に設けた１対の横孔にそれぞ
れ止めねじをねじ込み、ねじの先端を偏平脚の先端部分の横側面に設けた切欠きに食い込
ませることにより、前記ピンセット状本体に前記偏平なジョー部材を着脱可能に連結する
。この構成によれば、ジョー部材が磨耗したり、破損したりした場合に新しいジョー部材
に交換することができる。
【００１３】
　本考案の他の好適な実施形態においては、ピンセット状本体を金属製とし、ジョー部材
をプラスチック製とする。この場合、金属製のピンセット状本体を、絶縁体、例えば、ヒ
シチューブで被覆すると好適である。さらに他の好適な実施形態においては、ピンセット
状本体と前記ジョー部材とをプラスチックにより一体に構成する。
【００１４】
　さらにまた、本考案モジュラープラグ挿抜工具の好適な実施形態においては、突起の少
なくとも頂面は、モジュラープラグのケーブル挿入開口を塞ぐブーツに対して摩擦係数の
高い表面となるよう加工する、または１対のジョー部材を、高い摩擦係数の材質のプラス
チックにより形成する。この構成によれば、接点露出側面の基端側に設けた窪みをカバー
してしまうブーツ付きモジュラープラグであっても、しっかり把持することができる。
　ジョー部材は、互いに異なる色で色分けすると好適である。
　以下に、図面につき本考案モジュラープラグ挿抜工具の好適な実施例を説明する。
【実施例】
【００１５】
　モジュラープラグ、例えばＲＪ４５プラグ１は、図１（ａ）に示す１０ＢＡＳＥツイス
トペアケーブル２の複数個の芯線２ａを露出させ、横一列に整列させた状態で（図１（ｂ
）参照）、芯線２ａおよびケーブル外部被覆の先端部分２ｂを収容する（図１（ｃ）参照
）。ＲＪ４５プラグ１は、プラグケース１ａの一方の表面１ｂに設け、図示しないモジュ
ラージャック（ＲＪ４５）の内部に設けた係止部に係合する、ラッチばね片１ｃと、各芯
線２ａのコアワイヤに貫通するフォーク突歯を有する複数個のコネクタ接点１ｄとを有し
、これらコネクタ接点１ｄのフォーク突歯とは反対側の端縁は、プラグケース１ａのラッ
チ付き側面１ｂとは反対側の側面１ｅで外部に露出する。
【００１６】
　ケーブル２の端部を収納したＲＪ４５プラグ１を、図２に示すペンチ状のケーブル圧接
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工具３の先端に設けたプラグ受け部３ａ（図２（ｂ）参照）にセットする。ケーブル圧接
工具３の１対のハンドルを握り絞ることにより、ＲＪ４５プラグ１に設けた複数個のコネ
クタ接点１ｄを一斉に各芯線２ａに食い込ませ、かつプラグケース１ａの接点露出側面１
ｅの一部をケーブルの外部被覆に食い込むようにカシメる。このカシメにより、プラグケ
ース１ａの接点露出側面１ｅの基端部側に窪み１ｆを生ずる（図１（ｄ）参照）。
【００１７】
　図３に本考案によるモジュラープラグ挿抜工具５を示す。このモジュラープラグ挿抜工
具５は、金属製のピンセット状本体６と、このピンセット状本体６の各脚７の先端に連結
する１対のプラスチック製の偏平なジョー部材８，９とにより構成する。金属製のピンセ
ット状本体６は、絶縁体、好適にはヒシチューブで被覆するとよい。また、ジョー部材８
，９は、互いに異なる色で色分けすると好適である。
【００１８】
　これらジョー部材８，９は、それぞれ互いに対向するクランプ面８Ａ，９Ａを有する。
一方のジョー部材８のクランプ面８Ａは、モジュラープラグ、例えばＲＪ４５プラグ１の
ラッチばね片１ｃに係合する平坦面とする。他方のジョー部材９のクランプ面９Ａは、モ
ジュラープラグ、例えばＲＪ４５プラグ１の接点露出側の側面１ｅまたはこの接点露出側
面の基端部側に設けた窪み１ｆに係合する突起９Ｂを有する突起付き面とする。
【００１９】
　この突起９Ｂの少なくとも頂面は、モジュラープラグのケーブル挿入開口を塞ぐブーツ
に対して摩擦係数の高い表面となるよう加工すると好適である。さらに、好適には、少な
くとも１対のジョー部材８，９を、高い摩擦係数の材質のプラスチックにより形成する。
この構成によれば、窪み１ｆをカバーしてしまうブーツ付きのプラグであっても、ジョー
部材８，９間にモジュラープラグをクランプして確実に挿抜を行うことができる。
【００２０】
　図３に示す実施例のモジュラープラグ挿抜工具５においては、ジョー部材８，９の後端
面から前方に向って軸線方向に設けた差し込み穴にピンセット状本体６の偏平脚の先端部
分を差し込む。次に、ジョー部材８，９の両側の横側面から差し込み穴に連通するよう横
方向に設けた１対の横孔にそれぞれ止めねじ１０をねじ込み、ねじの先端を偏平脚の先端
部分の横側面に設けた切欠きに食い込ませる。これにより、ピンセット状本体６に偏平な
ジョー部材８，９を着脱可能に連結する。
【００２１】
　図４には、本考案によるモジュラープラグ挿抜工具５を使用して、ＲＪ４５プラグ１を
、サーバー１１のＲＪ４５ジャック領域に挿抜する状態を示す。図４に示すように、本考
案モジュラープラグ挿抜工具５によれば、上下左右に他のプラグ付きケーブルが密集して
いても、目的とするジャックに対してプラグを挿抜することができる。
【００２２】
　図示しないが、本考案によるモジュラープラグ挿抜工具の他の実施例として、それぞれ
別体のピンセット状本体およびジョー部材をプラスチックにより構成するか、ピンセット
状本体とジョー部材とをプラスチックにより一体に構成することができる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本考案モジュラープラグ挿抜工具は、通信業界、コンピュータシステム業界におけるＬ
ＡＮ構築のため、コネクタインタフェースにおけるモジュラージャックに対するケーブル
のモジュラープラグの接続および取り外しを行うのに利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】（ａ），（ｂ），（ｃ）および（ｄ）は、ケーブルにモジュラープラグを接続す
る各段階を示す説明図である。
【図２】ケーブルにモジュラープラグを接合するケーブル圧接工具の説明図である。
【図３】本考案によるモジュラープラグ挿抜工具を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は側面
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【図４】本考案によるモジュラープラグ挿抜工具の使用状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　ＲＪ４５プラグ（モジュラープラグ）
１ａ　プラグケース
１ｂ　プラグケースのラッチ側表面
１ｃ　ラッチばね片
１ｄ　コネクタ接点
１ｅ　接点露出側面
１ｆ　窪み
　２　１０ＢＡＳＥツイストペアケーブル
２ａ　芯線
２ｂ　ケーブル外部被覆の先端部分
　３　ケーブル圧接工具
３ａ　プラグ受け部
　５　モジュラープラグ挿抜工具
　６　ピンセット状本体
　７　ピンセット状本体の脚
　８　ジョー部材
８Ａ　クランプ面
　９　ジョー部材
９Ａ　クランプ面
９Ｂ　突起
１０　止めねじ
１１　サーバー
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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